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１．ＦＫ５４８１Ｃの外形寸法と名称 
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３．取付方法 
■ パネルカットに計器を前面から挿入します。 

■ 取付金具の２個の爪を計器側面の穴に固定します。 
■ 取付金具のネジを締めて固定します。 

 

警告
取付金具のネジを締めた力は、プラスチック製の計器のパネルに直接加わり

ます。従って、ネジを締め過ぎますとパネルが破損することがありますので、

計器が動かない範囲で軽く締めてください。 

 

４．ＦＰ－ＩＯの外形寸法と名称 
 

 
 

５．ＦＰ－ＩＯの取付方法 
■ 入出力ボード「ＦＰ－ＩＯ」は、長さ８０ｃｍのケーブルでＦＫ５４８１Ｃと接続します。 

従って、ケーブルの届く範囲に設置してください。 

■ 取付板の横１７４ｍｍ、縦５０ｍｍの位置に４個の取り付け穴をあけます 

■ Ｍ４×８のビスで固定します。 
 

６．計器電源及び接地の配線 
 

■ 計器電源の配線とＧＮＤ端子の接地は、ＦＫ５４８１Ｃ本体で 

     行います。 

■ その他の接続はＩＯボードＦＰ－ＩＯで行います。 

■ 計器電源は、１１０ＶＡＣ、５０／６０Ｈｚを使用してください。 

■ ＧＮＤ端子は必ず接地してください。 
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７．ＦＰ－ＩＯの配線 
 

7.1 ON/OFF出力及びPID制御出力の配線 
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7.2 接点入力・変換出力・白金測温体の配線 
 

 
 

7.3 ＦＰ－ＩＯの配線時の注意 
 

■ CONTACT OUTの各出力端子は、１Ａ以下で使用してください。 

■ CONTACT OUTのCOM端子は、５Ａ以下で使用してしてください。 

■ 各出力端子が１Ａ以上の場合、又はＣＯＭ端子に５Ａ以上流れる場合は、図の負荷のと

ころに補助リレーを入れて、補助リレーの接点で負荷をON/OFFするようにしてください 

■ ＳＳＲはＤＣ１２Ｖ用で、できるだけゼロクロスタイプを使用してください。 

■ 接点入力の接点は、微少信号用を使用してください（OFFの時の電圧は 5VDC、ONの時

の電流は 2.5mADC） 

■ 信号線（Ｐｔ１００Ω、接点入力）は、動力線やノイズを発生する装置から離して配線してく

ださい。 

■ 受信計は 4～20mDC入力で、入力抵抗３００Ω以下のものを使用してください。 

■ 圧着端子は４ｍｍ用（幅 8.8ｍｍ以下）を使用してください。
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８．試運転 
 

警告  
配線が間違っていると本製品及び周辺機器が破損することがあります。 

配線に間違いのないことを確認してから、計器電源をONにしてください。 

■ 本製品の取付及び配線が終了しますと、計器電源をONにして動作の確認を行います。 

■ キー操作も行いますが、キーの名称・機能・入力方法等の詳細は、６頁の「１０．キーの説明」

及び７頁の「１１．データーの入力方法」を参照してください。 

■ 計器電源をONにしますと、約２秒で液晶画面に下図のMENU画面が表示されます。 
 

 

   ＝＝＝＝ ＭＥＮＵ ＝＝＝＝ 

 

１ ＭＯＮＩＴＯＲ 

２ ＥＤＩＴ ＳＴＥＰ 

３ ＥＤＩＴ ＰＡＴＴＥＲＮ 

４ ＳＵＢ ＳＥＴ ＭＥＮＵ 

 
 

警告  

■２秒以上経過しても画面が変化しない時は、直ちに計器電源をOFFにして

から計器電源の配線をチェックしてください。 

■計器電源が正しく供給されているのに画面に変化のない時は、計器の不

良ですので、当社の営業所にご連絡ください。 
 

8.1 画面のコントラストの調整 

MENU画面が表示された時に、画面が青すぎる又は白すぎて文字が見にくい場合は DEEP  

キー又は PALE キーで画面を最も見やすいコントラストに調整して下さい。 
 

8.2 温度・湿度の測定値の確認 
MENU画面で １ キーを押すと、MONITOR画面が表示されますが、湿度関係は湿度の設定値

が 0.0%RHの場合は表示されません。出荷時は温度及び湿度の設定値は０．０になっていますの

で、湿度の設定値を例えば２０．０にすると下図のように湿度関係も表示されます。 

詳細は１１頁の「１５．湿度の制御及び表示が無効になる時」を参照してください。  

２０．０℃
が温度（乾球温度）、 

６０．０％
が湿度の測定値です。 

この値が測温体の置かれている場所

の温度及び湿度であれば、温度及び

湿度の測定は正常に行われています。 

 

 
 

注意  
温度又は湿度の測定値が異常な場合は、計器電源をＯＦＦにしてから温度

（ＤＲＹ）又は湿度（ＷＥＴ）の Ｐｔ１００Ωの配線をチェックしてください。 

ＭＯＤＥ＝　Ｐ．ＳＴＯＰ　ＲＵＮ　ＥＮＤ
　　　　　　　　℃　　　　　　　　　　％

ＳＶ　　２０．０℃　　　２０．０　％ＲＨ

　　　　　　　　％　　　　　　　　　　％
ＰＴＮ　１　ＳＴＥＰ　０１　ＣＹＣ９９９

ＲＥＭＡＩＮ　ＴＩＭＥ　　　９９Ｈ５９Ｍ
Ｔ１　Ｔ２　Ｔ３　Ｔ４　Ｈ　Ｓ１　Ｓ２

２０．０ ６０．０
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９．実用運転までに入力するデーター 

■ 下表は実際の運転をするまでに入力しておくデーターの一覧です。 

■ ＭＯＤＥ欄は次の通り 

ＦＩＸは定値制御（FIX MODE）の時に入力する項目で、PRG MODEの時は不要 

ＰＲＧはプログラム制御（PRG MODE）の時に入力する項目で、FIX MODEの時は不要 

※ 印は入力を省略できる項目で、（ ）内が出荷時の設定 

空白の項目は必ず入力が必要です。 

■ ＬＯＣＫ欄が［有り］の項目は、ＫＥＹ ＬＯＣＫがＯＦＦで且つ動作モードがＦ．ＳＴＯＰ又は 

Ｐ．ＳＴＯＰでないと入力できない項目です。 

■ 詳細については、各画面の説明を参照してください。 

 

MODE 入力する項目 入力する画面 頁 LOCK

 湿度の１００％ＲＨの補正 １００％ＲＨ ＡＤＪＵＳＴ画面 ２０  

 温度及び湿度の測定誤差の補正 ＯＦＦＳＥＴ ＡＤＪＳＵＴ画面 １９  

 温度の設定範囲の設定 ＴＥＭＰ ＲＡＮＧＥ ＳＥＴ画面 ２４  

 湿度を表示する温度範囲の設定 ＨＵＭＩ ＣＯＮＴＲＯＬ ＳＥＴ画面 ２３  

 定値（ＦＩＸ）／プログラム（ＰＲＧ）制御の選択 ＳＵＢ ＳＥＴ ＭＥＮＵ画面 １５ 有り

ＦＩＸ 定値制御の温度及び湿度の設定 
ＦＩＸ ＣＯＮＴＲＯＬ ＳＥＴ画面 

又はＭＯＮＩＴＯＲ画面 

１６

９ 
有り

ＦＩＸ 定値制御の時間の設定 ＦＩＸ ＣＯＮＴＲＯＬ ＳＥＴ画面 １６ 有り

ＰＲＧ プログラムステップの入力 ＥＤＩＴ ＳＴＥＰ画面 １２ 有り

ＰＲＧ プログラムパターンの入力 ＥＤＩＴ ＰＡＴＴＥＲＮ画面 １４ 有り

ＰＲＧ ウエイトゾーンの入力 ＷＡＩＴ／ＤＥＬＡＹ／ＳＴＡＲＴ画面 １７ 有り

 ＰＩＤ定数のゾーンの設定 ＰＩＤ ＺＯＭＥ ＳＥＴ画面 １８  

 ＰＩＤ定数の設定 ＰＩＤ ＣＯＮＳＴＡＮＴ ＳＥＴ画面 １９  

 温度のＯＮ／ＯＦＦ出力Ｔ１～Ｔ４の設定 ＯＮ／ＯＦＦ ＳＹＳＴＥＭ ＳＥＴ画面 ２１  

 ON/OFF出力のDELAY TIMEの設定（０） ＯＮ ＤＥＬＡＹ ＴＩＭＥ ＳＥＴ画面 ２３  

 湿度のＯＮ／ＯＦＦ出力Ｈの設定 ＨＵＭＩ ＣＯＮＴＲＯＬ ＳＥＴ画面 ２３  

 ＫＥＹ ＬＯＣＫのＯＮ／ＯＦＦ ＳＵＢ ＳＥＴ ＭＥＮＵ画面 １５  

※ ＰＩＤ制御周期の設定（１秒） ＩＮＮＥＲ ＳＥＴ１画面 １８  

※ 温度・湿度のオートチューニングのＯＮ／ＯＦＦ（ＯＦＦ） ＦＩＸ ＣＯＮＴＲＯＬ ＳＥＴ画面 １６  

※ バックライト点灯時間の設定（無限大） ＳＵＢ ＳＥＴ ＭＥＮＵ画面 １５ 有り

※ ＣＯＬＤ／ＨＯＴスタートの選択（ＣＯＬＤ） ＷＡＩＴ／ＤＥＬＡＹ／ＳＴＡＲＴ画面 １７ 有り

※ 機器番号の設定（０） ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ画面 ２６  

※ ＲＥＭＯＴＥ／ＬＯＣＡＬの選択（ＬＯＣＡＬ） ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ画面 ２６  
 

警告  

間違った設定で運転しますと、意図した結果にならないだけでなく、不測の事故

につながる可能性がありますので、入力データーは運転前に必ず再確認してく

ださい。 

注意  
担当者以外が入力できないように、入力後はＫＥＹ ＬＯＣＫをＯＮにするように

してください。 
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１０．キーの説明 
キーボードは２行７列の１４キーですが、下図のように SHIFT キー以外は１つのキーにテンキー

とシフトキーの２つの文字又は記号が記されており、テンキーとシフトキーを切替えて使用します。 
 

　　＝＝＝＝　ＭＥＮＵ　＝＝＝＝

　　１　ＭＯＮＩＴＯＲ
　　２　ＥＤＩＴ　ＳＴＥＰ
　　３　ＥＤＩＴ　ＰＡＴＴＥＲＮ
　　４　ＳＵＢ　ＳＥＴ　ＭＥＮＵ
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10.1 キーの切り替え 

テンキーとシフトキーの切り替えは SHIFT キーで行いますが、 SHIFT キーを押している間のみ

シフトキーになるモメンタルモードと、 SHIFT キーを押すとテンキーとシフトキーが交互に切り替

わるオルタネイトモードを選択出来ます。 

出荷時はモメンタルモードになっていますが、 ０ キーと ２ キーの両方を押した状態で計器の

電源を入れますとオルタネイトモードになります。又 ０ キーと １ キーの両方を押した状態で計

器の電源を入れますとモメンタルモードになります。オルタネイトモードの場合は、シフトキーの

時はどの画面でも上図のように画面の右上にSHIFTと表示されます。 
 

10.2 テンキー 

次の数字又は記号はテンキーで、モメンタルモードの時は単独で、オルタネイトモードの時は画

面右上にSHIFTの表示が無い状態で使用します。 

■「０～９」の数字は ０ ～ ９ と表し、０～９の数字の入力に使用します 

■小数点「・」は と表し、小数点の入力に使用します 

■負号「－」は － と表し、符号－の入力に使用します 

■ リターンキー は と表し、入力を確定して入力項目を下、又は右に移動します 

 

10.3 シフトキー 

次の記号又は英字はシフトキーで、モメンタルモードの時は SHIFT キーを押した状態で、オル

タネイトモードの時は画面右上にSHIFTの表示がある状態で使用します。 

■記号 、 、 、  は方向キーで     と表し、数値の入力画面で入力項

目の反転表示を矢印の方向に移動します 
■DEEP は DEEP と表し、画面のコントラストを強く（濃く）します。MACHINE TEST画面以外の

どの画面でも機能します。 

■PALE は PALE と表し、画面のコントラストを弱く(うすく)します。MACHINE TEST画面以外の

どの画面でも機能します。 

■LIGHT は LIGHT と表し、バックライトが消灯します。どの画面でも機能します。 

なお、 LIGHT キー以外の任意のキーでバックライトは点灯します。 

■MENU は MENU と表し、A画面からB画面を表示させて MENU キーを押すと、B画面を表示

させた元のA画面に戻ります。EDIT STEP画面以外のどの画面でも機能します。 

■MONI はMONITORの略で MONI と表し、MONITOR画面を表示します。 

ＭＯＮＩＴＯＲ画面以外のどの画面でも機能します。 
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以下のキーはMONITOR画面でのみ機能します。 

■SET は SET と表し、動作モードがF.STOPの時に、設定値の入力モードを選択します。 

■R/S はRUN/STOPの略で R/S と表し、動作モードをF.STOP→F.RUN→F.PAUSE→F.STOP

又はP.STOP→P.RUN→P.PAUSE→P.STOP の順に選択します。  

■ADV はADVANCEの略で ADV と表し、動作モードがP.RUN、HOLD、WAITの時に、

PROGRAM STEPを１ステップ進めます。 

■HOLD は HOLD と表し、動作モードがF.RUN 、P.RUN又はWAITの時は、動作モードに

HOLD と表示して実行時間のカウントを停止します。 

動作モードが HOLDの時は、F.RUN 、P.RUN又はWAITモードに戻ります。 
 

１１．データーの入力の方法 
 

11.1 入力対象の選択 

■入力の対象のところが反転表示されている場合は、    キー又は キーで反

転表示を入力する位置に移動します。 キーは キーと同じ動作をします。 

■MONITOR画面で動作モードがF.STOPの場合は、 SET キーで設定値の入力モードにします。 

■SUB SET MENU画面又はINNER SET1 及びINNER SET2 画面での入力の場合は、対応する

行番号を入力します。 
 

11.2 数値の入力 

数値入力の場合は、現在入力されている値が反転で表示されています。 

－ 、 、 ０ ～ ９ を入力しますと、古いデーターが消えて入力した値が表示されます。 

■入力できる桁数は反転表示の桁数以内です。 

■入力範囲が正数（≧０）の時は － キー、整数（小数点無し）の時は キーは入力できません。 

■負数（＜０）を入力する時は － キーを最初に入力します。（最初しか入力できません） 

■入力は キーで終了しますが、上位の０や小数点以下の０は次の例のように省略可能です。 

例： １.０は １ 又は １ 又は １ ０  

■ キーで入力を終了した時、入力した値が入力範囲内の場合は、入力した値を正しい位置

に表示して、反転表示は次の項目に移動するか消えます。 

■入力した値が入力範囲外の場合は、入力前の値を反転表示して再入力を促します。 
 

11.3 数値入力の訂正 

■ キーで入力を終了迄は、 キーがBACK SPACEキーになります。 

■ キーを押しますと、最後の入力から順に１桁ずつ削除されて再入力が可能になります。 
 

11.4 機能の選択 

■機能選択は全て二者択一でCOLD/HOT、FIX/PRG、ON/OFF、HIGH/LOWなどのどちらか

を選択します。 

■SUB SET MENU画面のように機能が行番号付きで表示されている時は行番号を入力します。 

■機能が反転表示されている場合は ０ ～ ９ キーを入力しますと、表示されていない方の機能

が選択されて表示されます。 
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１２．電源投入時の動作 
計器電源が切れた時の計器の動作状態を記録しておき、次の電源投入時に電源が切れた時

の状態を復元できるようになっています。但し、ハードの制約で時々刻々の動作状態を記録で

きないので、記録は動作モード又は実行ステップが変わった時及び３０分毎に実行されます。 

従って、電源投入時の復元には最大３０分、平均で１５分の誤差があります。 

電源が切れた時の計器の動作状態が 

（１） 動作モードがF.STOP又はP.STOPの場合 

■ 動作モードはそのままでMENU 画面を表示します。 

■ 全ての出力はOFFになっています。 

（２） 動作モードがF.STOP又はP.STOP以外の場合 

■ COLDスタートの場合は、MONITOR画面を表示して、プログラムの最初つまり R/S キ

ーでF.STOP→F.RUN又はP.STOP→P.RUNにした時と同じ状態で再スタートします。 

■ HOT スタートの場合は、 MONITOR画面を表示して最後に記録した動作状態からス

タートします。 

■ MONITOR画面が表示された場合は、動作モードは反転で表示されますが任意のキ

ー操作で普通の表示に変わります。 
 

１３．MENU画面 
動作モードがF.STOP又はP.STOPの時に計器電源を切った場合は、次の電源投入時にはこ

の画面が表示されます。 

動作中は、他の画面で MENU キーを押した時に表示されます。 

但し、MENU画面から呼び出したSUB SET MENU画面から別の画面を呼び出している場合は、

MENU キーでSUB SET MENU画面が表示されますので、もう１回 MENU キーを押すと

MENU画面が表示されます。 
 

  
   ＝＝＝＝ ＭＥＮＵ ＝＝＝＝ 
 
    １ ＭＯＮＩＴＯＲ 
    ２ ＥＤＩＴ ＳＴＥＰ 
    ３ ＥＤＩＴ ＰＡＴＴＥＲＮ 
    ４ ＳＵＢ ＳＥＴ ＭＥＮＵ 
 

 

■１ キー又は ４ キーを押すと、その画面を表示します。 

■２ キーを押すと、２ ＥＤＩＴ ＳＴＥＰ    と表示を開始するステップの入力画面になります。 

０～９３を入力しますと、入力したステップからEDIT STEP画面を表示します。 

何も入力せずに キーを押すとステップ０から表示されます。 

■３ キーを押すと、３ ＥＤＩＴ ＰＡＴＴＥＲＮ ■ と表示を開始するパターンの入力画面にな

りますので、０～９を入力します。０～３を入力しますと、入力したパターン番号から表示され

ます。４以上を入力しますと、パターン３から表示されますが、反転表示は入力したパターン

番号のところに表示され、そのパターンの編集が出来ます。 

何も入力せずに キーを押すとパターン０から表示されます。 
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１４．MONITOR画面 
MENU画面で １ キー、又は他の画面で MONI キーを押すとこの画面が表示されます。 
 

ＭＯＤＥ＝Ｐ．ＳＴＯＰ　　ＲＵＮ　ＥＮＤ
　　　　　　　　℃　　　　　　　　　　％

ＳＶ　　２０．０℃　　　２０．０　％ＲＨ

　　　　　　　　％　　　　　　　　　　％
ＰＴＮ　１　ＳＴＥＰ　０１　ＣＹＣ９９９

ＲＥＭＡＩＮ　ＴＩＭＥ　　　９９Ｈ５９Ｍ
Ｔ１　Ｔ２　Ｔ３　Ｔ４　Ｈ　Ｓ１　Ｓ２

２０．０ ６０．０

  

■ MODEは動作モードで、F.STOP、F.RUN、F.PAUSE、P.STOP、P.RUN、P.PAUSE、 WAIT、

HOLD、COMPRES、WATER、TEMP、FAN （反転表示は警報）が表示されます。 

■ 大きな数字で表示されているのは、PV（測定値）です。 

■ SVは設定値です。動作モードがF.STOP、F.RUN、F.PAUSEの時はFIX CONTROL SET

画面の設定値と同じ値が表示され、この画面で設定値を変更しますとFIX CONTROL 

SET画面の設定値も書き換えられます。 

動作モードがP.STOPの時は、測定値PVと同じになります。 

動作モードがP.RUN（WAIT、HOLD）の時は、実行中のプログラムステップの設定値によ

り変化します。 

湿度のＰＶ、ＳＶ及びON/OFF出力は、温湿度の測定値や湿度の設定値により表示され

ない場合があります。詳細は「湿度の表示が無効になる時」を参照して下さい。 

■ ％はPID制御出力の表示です。 は０％、 は５０％、

は１００％を表します。 

オートチューニング実行中は、AT  とATが前に表示されます。 

■ １行目のRUN、 END及び一番下の行はON/OFF出力の表示です。出力がONの時は反

転で表示されます。 

□ RUN出力は動作モードがランモードになった時（F.STOP→F.RUN又はP.STOP→

P.RUNになった時）にONになり、ランモードが終了した時（時間による自動終了又はキ

ー操作で動作モードがF.PAUSE→F.STOP又はP.PAUSE→P.STOPになった時）に

OFFになります。 

但し、「WAIT/DELAY/START画面」で遅延時間を設定しますと、ランモードが終了し

た時から設定時間だけ遅延してOFFになります。 

□ END出力はランモードが終了した時にONになり、「WAIT/DELAY/START画面」で設

定してある時間後にOFFになります。 

□ T1～T4 は温度、Hは湿度の出力です。湿度の表示が無効の時はHは表示されません。 

□ 温度出力の動作については２１頁の「ON/OFF SYSTEM SET画面」の項を、湿度出

力の動作については２３頁の「HUMI CONTROL SET画面」の項を参照して下さい。 

□ S1 はタイムシグナル１、S2 はタイムシグナル２の出力です。 

タイムシグナルは、動作モードがFIX MODEの時は表示されません。 

□ タイムシグナルについては、１２頁の「EDIT STEP画面」の項を参照して下さい。 
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■ PTN n はパターン番号、STEP nn はステップ番号、CYCは繰り返しの残り回数です。 

この行は、動作モードがF.STOP、F.RUN、F.PAUSEの時は表示されません。 

■ REMAIN TIMEはFIXモードの時はFIX TIMEの残り時間、PROGRAMモードの時はステッ

プの実行時間の残り時間の表示です。  

14.1 FIX MODEの動作モード 

■ F.STOP：全出力OFFのFIX MODEの待機モード。 

■ F.RUN： F.STOPの時に R/S キーを押すとこのモードになり、定値制御を行います。 

設定してあるFIX TIMEが経過するとF.STOPモードになります。 

FIX TIMEが 0H00Mの場合は、実行時間は無限大で時間制限のない定値制御を行います。 

■ F.PAUSE： F.RUNの時に R/S キーを押すとこのモードになり、RUN出力以外の出力はOFF

になり、実行時間のカウントも停止します。 

F.PAUSEの時に R/S キーを押すとF.STOPなり、 SET キーを押すとF.RUNになります。 

■ SET キーで温度のSVが反転表示され、温度の設定値の入力モードになります。（KEY 

LOCKがOFFの時） 

■ 入力範囲はTEMP RANGE SET画面で入力してあるLOW LIMITからHIGH LIMITの範囲で

す。範囲外を入力しますと、旧データーが表示されて再入力を促します。 

■ 温度のSVの入力を終了するか、 SET キー又は キーを押すと湿度のSVが反転表示され、

湿度の設定値の入力モードになります。入力範囲は０.０～１００.０で範囲外を入力しますと、

旧データーが表示されて再入力を促します。 

■ 湿度のSVの入力を終了するか、 SET キー又は キーで入力モードを終了します。 
 

14.2 PRG MODEの動作モード 

■P.STOP：全出力OFFのPRG MODEの待機モード。 

■ P.RUN： P.STOPの時に R/S キーを押すとこのモードになり、プログラムパターン及びプログラ

ムステップの設定に従ってプログラムを実行します。 

■ P.PAUSE： P.RUNの時に R/S キーを押すとこのモードになり、RUN出力以外の出力はOFF

になり、実行時間のカウントも停止します。 

P.PAUSEの時に R/S キーを押すとP.STOPなり、 SET キーを押すとP.RUNになります。 

■ WAIT： WAIT ZONEが設定されている時は、P.RUNモードでステップの設定時間が経過して

残り時間が０の時に、温度又は湿度のPVがWAIT ZONEの範囲内にない時はWAITと表示さ

れて、ステップの残り時間が０の状態を維持します。 

WAITモードの時は、温度及び湿度の両方のPVがWAIT ZONEの範囲内に入った時に次の

ステップに進みます。 

 

14.3 FIX/PRG共通の動作モード 

■ HOLD： HOLD キーによるプログラムの中断モードです。 

F.RUN、 P.RUNの時に HOLD キーを押すとHOLDと表示されて、実行時間のカウントが停止

します。 

HOLDの時に HOLD キーを押すとF.RUN又は P.RUNの元のモードに戻ります。 
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■ COMPRES、 WATER、 TEMP、 FAN： コンプレッサ異常、欠水信号、温度異常、ファン

異常の接点入力がONの時に表示されます。 

全出力がOFFになり、MONITOR画面を表示して接点入力に対応する異常が反転表示され

ます。 

接点をOFF（異常を解除）して、MONITOR画面で任意のキーを押すとF.STOP又はP.STOP

になります。 

 
 

１５．湿度の制御及び表示が無効になる時 
次の場合は、湿度のPID出力、及び湿度のＯＮ／ＯＦＦ出力Hは常にOFFになります。 

また、下図のようにMONITOR画面の湿度関係の表示も消えます。 

（１） 湿度の設定値が０．０％ＲＨの場合 

（２） 温度の設定値がHUMI CONTROL SET画面で設定してあるHUMI LIMIT TEMPの範囲

外の場合 

（３） 温度（乾球）又は湿球温度が１００℃以上の場合 

（４） 温度（乾球）又は湿球温度が－１０℃以下の場合 

■MONITOR画面の表示 

図はOPERATE MODE = PRGの場合 
 

ＭＯＤＥ＝Ｐ．ＳＴＯＰ　　ＲＵＮ　ＥＮＤ
　　　　　　　　℃　　　　　　　　　　

ＳＶ　　２０．０℃

　　　　　　　　％
ＰＴＮ　１　ＳＴＥＰ　０１　ＣＹＣ９９９

ＲＥＭＡＩＮ　ＴＩＭＥ　　　９９Ｈ５９Ｍ
Ｔ１　Ｔ２　Ｔ３　Ｔ４　　　Ｓ１　Ｓ２

２０．０
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１６．EDIT STEP画面 
MENU画面で２ キーを押して、続けて表示を開始するステップ番号を入力しますと、入力したステ

ップ番号から表示されます。 

なお、定値制御（FIX MODE）の時は、この画面で入力するデーターは使用しません。 
 

  ＳＴ ＨＨ．ＭＭ    ℃  ％ １２ 
  ００ ９９．５９ ５０．０ ６０ ＊－ 
  ０１ １０．００ ８０．０ ８０ －＊ 
  ０２ ２０．００ ６０．０ ６０ ＊＊ 
  ０３ ３０．００ ４０．０ ４０ －－ 
  ０４ ４０．００ ２０．０ ２０ ＊＊ 
 ０５ ５０．００ ３０．０ ３０ －＊ 
 ０６ ６０．００ ４０．０ ４０ ＊－ 

 

■ STは、ステップ番号００～９９で入力は出来ません。 

■ HH. MMは、ステップの実行時間を、０時間００分～９９時間５９分の範囲で入力します。 

■ ℃は、そのステップの最終温度を入力します。 

入力範囲は、LOW LIMIT～HIGH LIMITの範囲です。 

■ ％は、そのステップの最終湿度を入力します。 

入力範囲は、０～９９％ＲＨです。 

■ そのステップの最終温度／湿度をＳＶ１、直前に実行したステップの最終温度／湿度をＳＶ０と

すると目標値は｛（ＳＶ１－ＳＶ０）÷実行時間｝の勾配で変化します。 

■ プログラムのスタート時のＳＶ０は、その時の測定値ＰＶと同じです。 

■１２は、タイムシグナル１とタイムシグナル２の設定で＊がON、－がOFFです。 

反転表示がここにある時に ０ ～ ９ キーを押すと、＊から－、－から＊と変わります。 

ここを＊＝ONにしますと、そのステップを実行中はタイムシグナル出力がONになります。 

■入力の対象項目は反転表示されます。 

■ 反転表示は    及び キーで移動出来ます。 

■ 反転表示が画面の上下、例えばステップ０５の行にある時に キーを押すと、１行スクロールし

てステップ０１～０７が表示されます。 

従って、ステップ００から９９迄の１００ステップが、同じ画面で入力又は確認が出来ます。 

■ KEY LOCKがOＦＦ又は動作モードがF.STOP、P.RUN又はP.STOPでない時は、入力が出来ま

せん。 

従って、入力対象の反転表示はありませんが、    キーで１画面７ステップ単位で

スクロールして表示出来ます。 
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16.1 EDIT STEP画面の１行挿入／削除 

ステップ番号の位置に１行（１STEP）を挿入又は削除する場合は、反転表示を希望のステップ番

号の行に移動します。 

例えば、ステップ１５の所に１ステップ挿入又はステップ１５を削除する場合は、下図のように反転

表示をステップ１５の行に移動します（図では反転表示は温度の所にありますが、横方向は時間、

温度、湿度、タイムシグナルの任意の位置で可能、又ステップ１５は画面の何処にあっても可能） 
 

 ＳＴ ＨＨ．ＭＭ     ℃  ％ １２ 
 １３ １０．００  ７０．０ ７０ －＊ 
 １４ ２０．００  ６０．０ ６０ ＊－ 
 １５ ３０．００  ５０．０ ５０ －＊ 
 １６ ４０．００  ４０．０ ４０ ＊－ 
 １７ ５０．００  ３０．０ ３０ －＊ 
 １８ ６０．００  ２０．０ ２０ ＊－ 
 １９ ７０．００  ３０．０ ３０ －＊ 

図の状態で MENU キーを押すと、１行目が反転表示で次のように表示されます。 
 

０＝ＭＥＮＵ １＝ＩＮＳ ２＝ＤＥＬ 
 １３ １０．００  ７０．０ ７０ －＊ 
 １４ ２０．００  ６０．０ ６０ ＊－ 
 １５ ３０．００  ５０．０ ５０ －＊ 
 １６ ４０．００  ４０．０ ４０ ＊－ 
 １７ ５０．００  ３０．０ ３０ －＊ 
 １８ ６０．００  ２０．０ ２０ ＊－ 
 １９ ７０．００  ３０．０ ３０ －＊ 

 

■ ０ キーを押すと、挿入も削除も行わずMENU画面を表示します。 

■ １ キーを押すと、ステップ１５に１行挿入して次の画面になります。 

挿入はステップ１５～９８をステップ１６～９９にコピイすることなので、ステップ１５と１６は同じ

内容になり、挿入前のステップ９９の内容は無くなります。 
  

 ＳＴ ＨＨ．ＭＭ     ℃  ％ １２ 
 １３ １０．００  ７０．０ ７０ －＊ 
 １４ ２０．００  ６０．０ ６０ ＊－ 
 １５ ３０．００  ５０．０ ５０ －＊ 
 １６ ３０．００  ５０．０ ５０ －＊ 
 １７ ４０．００  ４０．０ ４０ ＊－ 
 １８ ５０．００  ３０．０ ３０ －＊ 
 １９ ６０．００  ２０．０ ２０ ＊－ 

 

■２ キーを押すと、ステップ１５を削除して次の画面になります。 

削除はステップ１６～９９をステップ１５～９８にコピイすることなので、ステップ９８と９９とは同じ

内容になります。 

 

 ＳＴ ＨＨ．ＭＭ     ℃  ％ １２ 
 １３ １０．００  ７０．０ ７０ －＊ 
 １４ ２０．００  ６０．０ ６０ ＊－ 
 １５ ４０．００  ４０．０ ４０ ＊－ 
 １６ ５０．００  ３０．０ ３０ －＊ 
 １７ ６０．００  ２０．０ ２０ ＊－ 
 １８ ７０．００  ３０．０ ３０ －＊ 
 １９ ８０．００  ４０．０ ４０ ＊－ 
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１７．EDIT PATTERN画面 
MENU画面で ３ キーを押して、続けて表示を開始するパターン番号を入力すると、入力したパ

ターン番号から表示されます。 

なお、定値制御（FIX MODE）の時は、この画面で入力するデーターは使用しません。 
 

 ＃  ＴＯＰ ＥＮＤ ＣＹＣ ＪＰ ＥＸＥ 
 ０  ０１  ０１   １  －  － 
 １  １０  ２０   ５  ８  ＊ 
 ２  １５  ２０   １  －  － 
 ３  ０１  ５０   １  ９  － 
 ４  ４０  ５０   ２  ４  － 
 ５  ５０  ６０   ３  －  － 
 ６  ６０  ９９ ９９９  －  － 

この画面は、００～９９のステップを連続する任意のステップ数の１０のパターンに分割して、各パ

ターンの繰り返し回数、終了後のジャンプ先及び最初に実行するパターンを設定します。 

■ ＃は、パターン番号０～９で入力は出来ません。 

■ TOPは、そのパターンの最初のステップ番号０～９９の入力。 

■ ENDは、最後のステップ番号０～９９の入力。 

TOP＞ENDを入力しますと自動的にTOP＝ENDに補正されます。 

■ CYC（CYCLE）はパターンの繰り返し回数１～９９９を入力します。 

パターンは、ここで入力した回数繰り返して実行されます。 

■ JP（JUMP）は、繰り返しを含めたパターンの実行が終了後に、続けて実行するパターンを設

定します。 

実行中のパターンと同じパターンを指定しますと、無限大の繰り返しになります。（図のパタ

ーン４を実行した場合） 

－ キー又は キーを入力しますと、－が表示されジャンプ先無しでそのパターンで終了

します。 

■ EXE(EXECUTE)は、プログラムがスタートするパターンを指定します。 

スタートするパターンに反転表示を移動して ０ ～ ９ キーを入力しますと、そのパターンに

＊が表示されて他のパターンは－になります。 
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１８．SUB SET MENU画面 
MENU画面で４ キーを押すと表示されます。 

 

＝＝＝ ＳＵＢ ＳＥＴ ＭＥＮＵ ＝＝＝ 
 

 １ ＯＰＥＲＡＴＥ ＭＯＤＥ  ＦＩＸ 
 ２ ＦＩＸ ＣＯＮＴＲＯＬ 
 ３ ＷＡＩＴ／ＤＥＬＡＹ／ＳＴＡＲＴ 
 ４ ＢＡＣＫ ＬＩＧＨＴ    ９９ Ｍ 
 ５ ＫＥＹ ＬＯＣＫ      ＯＮ 
 

 

■ 1 OPERATE MODE は １ キ ー で 定 値 制 御 FIX=FIX MODE と プ ロ グ ラ ム 制 御

PRG=PROGRAM MODEを選択します。 

■ 2  FIX CONTROL は ２ キーでFIX CONTROL 画面を呼び出します。 

■ 3  WAIT/DELAY/START は ３ キーでWAIT/DELAY/START画面を呼び出します。 

■ 4  BACK LIGHT はバックライトの点灯時間０～９９分を入力します。 

４ キーを押すと数字の部分が反転表示され入力モードになります。 

０を入力しますと常時点灯になります。 

１～９９分を入力しますと、最後のキー操作から設定時間が経過すると消灯します。 

設定時間に関係なく点灯中は LIGHT キーで消灯、消灯中は任意のキー操作で点灯出来

ます。 
 

注意
バックライトを長持ちさせる為に、画面の監視が不要の時はバックライト

が自動的に消えるように、必要な点灯時間を設定してください。 

 

■ 5  KEY LOCK は ５ キーでKEY LOCKのON/OFFを切り換えます。 

ONの時はMENU画面及びSUB SET MENU画面から呼び出せる画面のデーターの変更は

出来ません。 

動作モードがF.RUN、P.RUN、WAIT、HOLDの時は自動的にKEY LOCKがONの状態に

なります。 

但し、F.RUNの場合は、温度及び湿度の設定値の変更及びオートチューニングのON/OFF

は出来ます。 
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１９．FIX CONTROL SET画面 
SUB SET MENU画面で ２ キーを押すと表示されます。 

MENU キーでSUB SET MENU画面に戻ります。 
 

    ＦＩＸ ＣＯＮＴＲＯＬ     
 
 ＴＥＭＰ ＳＶ  １００．０ ℃ 
 ＨＵＭＩ ＳＶ   ５０．０ ％ＲＨ 
 ＦＩＸ ＴＩＭＥ   ９９９Ｈ５９Ｍ 
 ＴＥＭＰ ＡＴ   ＯＦＦ 
 ＨＵＭＩ ＡＴ   ＯＦＦ 
 

 

■ 反転表示は キー又は    キーで移動できます。 

■ TEMP SVは、定値制御（FIX MODE）の時の温度の設定値を入力します。 

入力範囲はTEMP RANGE画面で入力してあるLOW LIMITからHIGH LIMITの範囲です。 

範囲外を入力しますと、旧データーが表示されて再入力を促します。 

■ HUMI SVは、定値制御（FIX  MODE）の時の湿度の設定値を入力します。 

入力範囲は０.０～１００.０％ＲＨです。 

範囲外を入力しますと、旧データーが表示されて再入力を促します。 

■ FIX TIMEは、定値制御（FIX MODE）の時の実行時間を入力します。 

入力範囲は０時間０分～９９９時間５９分で、時と分は別々に入力します。 

０時間０分を入力しますと、実行時間は無限大となり時間制限のない定値制御になります。 

■ TEMP AT は温度、HUMI ATは湿度のオートチューニングのON/OFFを行いますが、PRG 

MODEでは設定値が変化する可能性がありますので、オートチューニングは動作モードが

F.STOP又はF.RUNの時でないと実行出来ません。 

オートチューニングを実行する時は、反転表示を温度又は湿度のOFFの所に移動して ０

～ ９ キーを押すとOFF→ ONに変わり、オートチューニングモードになります。 

動作モードがF.STOPの時は、MONITOR画面を表示させて動作モードをF.RUNにします。 

オートチューニング中はPID制御出力を表すバーの前にATと表示され、ON/OFF制御３サ

イクルでオートチューニングを終了します。 

測定したPID定数は、温度の設定値のPID ZONEに記録されて、オートチューニングも自動

的にOFFになります。 
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２０．WAIT/DELAY/START SET画面 
SUB SET MENU 画面で３ キーを押すと表示されます。 

MENU キーでSUB SET MENU 画面に戻ります。 
 

   ＷＡＩＴ／ＤＥＬＡＹ／ＳＴＡＲＴ 
 
  ＴＥＭＰ ＷＡＩＴ    ９．９ ℃ 
  ＨＵＭＩ ＷＡＩＴ    ９．９ ％ 
  ＲＵＮ ＤＥＬＡＹ    ２５５ Ｓ 
  ＥＮＤ ＯＮ ＴＩＭＥ  ２５５ Ｓ 
  ＡＴ ＰＯＷＥＲ ＯＮ  ＨＯＴ 
  

 

■ 反転表示は キー又は    キーで移動出来ます。  

■ TEMP WAITは温度、HUMI WAITは湿度のウエイトゾーンを入力します。 

入力範囲は０.０～９.９℃／％ＲＨで、０.０はWAIT無しです。 

０以外例えば温度に９.９を入力しますと、P.RUNモードでステップの設定時間が経過して残

り時間が０の時に、温度のPVが温度のSV±９.９℃の範囲内にない時はWAITと表示されて、

ステップの残り時間が０の状態を維持します。 

WAITモードの時は、温度及び湿度の両方のPVがウエイトゾーンの範囲内に入った時に次

のステップに進みます。 

■ RUN DELAYは、ランモードを終了して動作モードがF.STOP又はP.STOPになってから何秒

後にRUN出力をOFFするかの遅延時間を入力します。入力範囲は０～２５５秒です。 

■ END ON TIMEは、ランモードを終了して動作モードがF.STOP又はP.STOPになってから何

秒間END出力をONするかの時間を入力します。入力範囲は１０～２５５秒です。 

■ AT POWER ONは、動作モードがF.STOP又はP.STOP以外の時に計器電源が切れた場合、

次に電源が入った時の動作のHOTとCOLDを選択します。 

HOTを選択した場合は、電源が切れる前の最後に記録した動作状態を復元して動作を続

行します。 

COLDを選択した場合は、プログラムの最初、つまり R/S キーでF.STOP→F.RUN又は

P.STOP→P.RUNにした時と同じ状態で再スタートします。 

HOT/COLDの選択は、反転表示をHOT又はCOLDの所に移動して ０ ～ ９ キーを押し

ます。 
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２１．INNER SET1 画面 
MENU画面で暗号キー ０ １ を続けて押すと表示されます。 

この画面及びこの画面から呼び出される画面のデーターはKEY LOCK及び動作モードに関係なく

変更できます。 
 

      ＩＮＮＥＲ ＳＥＴ１ 
 
   １ ＰＩＤ ＺＯＮＥ 
   ２ ＰＩＤ ＣＯＮＳＴＡＮＴ 
   ３ ＰＩＤ ＣＹＣＬＥ   １ Ｓ 
   ４ ＯＦＦＳＥＴ ＡＤＪ  
   ５ １００％ＲＨ ＡＤＪ 
 

 

■ １  ２  ４  ５ キーは、対応する画面を表示します。 

■ 3  PID CYCLE は、PID制御の周期を入力します。 

３ キーを押すと 

３ ＰＩＤ ＣＹＣＬＥ    １ Ｓ と入力モードになりますので、１～３０秒を入力します。 

 
 

２２．PID ZONE SET 画面 
INNER SET1 画面で１ キーを押すと表示されます。 
 

 
      ＰＩＤ ＺＯＮＥ    
 

    ＴＥＭＰ１  １００ ℃ 
    ＴＥＭＰ２  ２００ ℃ 
 
 
 

温度範囲－９９．９～２００．０℃を 

ZONE1≦TEMP1 

TEMP1＜ZONE2≦TEMP2 

ZONE3＞TEMP2 

の３つのゾーンに分ける為のTEMP1 及びTEMP2 を入力します。 

■ TEMP1 とTEMP2 の選択は キー又は    キーで行います。 

■ 入力範囲は－９９～２００℃です。 

■ ３つのゾーンにはそれぞれ違ったPID定数を設定可能で、温度の設定値SVが例えばZONE 2

にあればZONE2 のPID定数が使用されます。 

■ 優先順位はZONE1、ZONE2、ZONE3 の順になっています。 

従って、TEMP1＝２００に設定しますとZONE1≦２００℃となって温度範囲全域をカバーするの

で、ZONE2 及びZONE3 は使用されません。 

■ 同様にTEMP2＝２００に設定しますとZONE3 は使用されません。 
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２３．PID CONSTANT SET 画面 
INNER SET1 画面で２ キーを押すと表示されます。 
 

    ＰＩＤ ＣＯＮＳＴＡＮＴ  
 
  ＺＯＮＥ１ －９９～１００℃ 
      ＴＥＭＰ   ＨＵＭＩ 
  Ｐ   ９９．９   ９９．９ 
  Ｉ    ９９９    ９９９ 
  Ｄ    ９９９    ９９９ 
 

ZONE1、2、3 の３つのゾーンにＰＩＤ定数を入力します。 

■ ZONE1、2、3 には、PID ZONE SET画面で入力してある温度が表示されます。 

■ Ｐは比例帯で入力範囲は０.０～９９.９℃／%RHです。 

■ Ｉは積分時間、Ｄは微分時間で、入力範囲はどちらも０～９９９秒です。 

■ 反転表示の移動は キー又は    キーで行います。 

■ 反転表示がＤ（微分時間）にある時に キーを押すとZONEは１→２→３と変わります。 

■ 反転表示がＰ（比例帯）にある時に キーを押すとZONEは３→２→１と変わります。 

■ オートチューニングを実行しますと、オートチューニングの結果がその時の設定値SVに対応

するゾーンに自動的に書き込まれます。 

 
 

２４．OFFSET ADJUST画面 
INNER SET1 画面で ４ キーを押すと表示されます。 
 

 
     ＯＦＦＳＥＴ ＡＤＪ 
 
   ＴＥＭＰ  －９．９ ℃ 
   ＨＵＭＩ   ９．９ ％ＲＨ 
  
 
 

測定値の誤差の補正値を入力します。 

■ 入力範囲は±９.９℃／％ＲＨです。 

■ －０.２の誤差を補正する時は＋０.２を入力します。 

■ 温湿度共に、表示値及び制御結果を補正します。 

■ 湿度は測定範囲が０～１００％ＲＨですが、補正は（測定値＋オフセット）で行われます。 

従って、補正が正しく行われるのは（補正無しのＳＶ±オフセット）及び（補正無しのＰＶ±オフ

セット）が０～１００％ＲＨの範囲にある時のみです。 

例えば、オフセットが＋５％ＲＨの時の制御範囲は５～１００％ＲＨ、オフセットが－５％ＲＨの時

の制御範囲は０～９５％ＲＨになります。 
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２５．100%RH ADJUST画面 
INNER SET1 画面で５ キーを押すと表示されます。 
 

    １００％ＲＨ  ＡＤＪＵＳＴ 
  ＤＲＹ ＴＥＭＰ   ５０．０ ℃ 
  ＷＥＴ ＴＥＭＰ   ４９．０ ℃  
  ＡＤＪＵＳＴ      １．０ ℃ 

ＤＲＹ－（ＷＥＴ＋ＡＤＪ）＝ 
              ０．０ ℃ 
   １＝ＥＸＥＣＵＴＥ 
   ＥＬＳＥ ＣＬＥＡＲ ＡＤＪＵＳＴ  

■ 湿度１００％ＲＨ、すなわち乾球と湿球が同じ状態（湿球のガーゼを取って、充分な時間が経

過後）での（湿球温度＋補正値）が乾球温度と同じ値になるように補正します。 

DRYは乾球温度、WETは湿球温度、ADJUST（ADJ）は補正値で、DRY―（WET＋ADJUST）

が０になるように補正します。 

■ １ キーを押すと、補正を実行します。（ＡＤＪＵＳＴ＝ＤＲＹ ＴＥＭＰ―ＷＥＴ ＴＥＭＰ） 

但し、乾球温度が０～１００℃の範囲外の時、又は乾球温度と湿球温度の差が５℃以上の時

は補正は実行されません。 

■ ２ ～ ９ を押すと、補正をクリアします。（ＡＤＪＵＳＴ＝０） 
 

注意  湿度の測定誤差を小さくする為に、必ず実行してください。 

 

２６．INNER SET2 画面 
MENU画面で暗号キー ０ ２ を続けて押すと表示されます。 
 

 
     ＩＮＮＥＲ ＳＥＴ２ 
 
  １ ＯＮ／ＯＦＦ ＳＹＳＴＥＭ 

２ ＯＮ ＤＥＬＡＹ ＴＩＭＥ 
３ ＨＵＭＩ ＣＯＮＴＲＯＬ 
４ ＴＥＭＰ ＲＡＮＧＥ 

  

 

■ １ ～ ４ のキーで対応する画面を表示します。 

■ この画面から呼び出される画面のデーターは、KEY LOCK及び動作モードに関係なく変更で

きます。 
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２７．ON/OFF SYSTEM SET画面 
INNER SET2 画面で１ キーを押すと表示されます。 

この画面は温度のON/OFF出力、Ｔ１～Ｔ４の設定を行います。 

■ Ｔ１～Ｔ３は温度の設定、Ｔ４はＴ３からの遅延時間です。 
 

    ＯＮ／ＯＦＦ ＳＹＳＴＥＭ  
  
    ＬＳＶ ＭＳＶ ＨＳＶ Ｌｕ Ｈｄ 
 Ｔ１ －５０   ０ １００ １０ １０ 
 Ｔ２ －４０  １０ １２０  ５  ５ 
 Ｔ３ －３０  ２０ １５０  ０  ０ 
 Ｔ４  ３０ ＭＩＮ 
  

 

27.1 入力項目 
 

■ LSV＝Low Set ValueでLOW側の設定値を入力します。 

■ MSV＝Middle Set Valueで中間の設定値を入力します。 

■ HSV＝High Set ValueでHIGH側の設定値を入力します。 

■ Lu＝下限リミット（偏差設定）を入力します。 

■ Hd＝上限リミット（偏差設定）を入力します。 

■ LSV、MSV、HSVの入力範囲は－９９～２００℃です。 

但し、LSV＜MSV＜HSVになるように入力してください。 

■ Lu、Hdの入力範囲は０～３０℃です。 

■ Ｔ４の入力範囲は０～９９分です。 

27.2 Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３出力の動作 
 

  

A B C D

LSV MSV HSV

温度 高低  

温度はLSV、MSV、HSVの設定値により上図のようにＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４つの領域に分けられますが、

各領域での動作は次のようになります。 

領域Ａ（測定値＜ＬＳＶの範囲） 

偏差＝（測定値－設定値）に関係無くOFF 

領域Ｂ（ＬＳＶ≦測定値＜ＭＳＶの範囲） 

（１）Luが０の場合 

偏差に関係無くON 

（２）Luが０でない場合（次頁の図１を参照） 

測定値＞設定値－Luの時はON 

測定値≦設定値－Luの時はOFF 

領域Ｃ（ＭＳＶ≦測定値＜ＨＳＶの範囲） 

（１）Hdが０の場合 

偏差に関係無くOFF 

（２）Hdが０でない場合（次の図２を参照） 

測定値＜設定値＋Hdの時はOFF 

測定値≧設定値＋Hdの時はON 

領域Ｄ（測定値≧ＨＳＶの範囲） 

偏差に関係無くOFF 
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図１ （ＬＳＶ≦測定値＜ＭＳＶでかつＬｕが０でない場合） 

  測定値がLSV～MSVの範囲では出力は通常はONですが、 

  図のように測定値が下限リミットを越えている期間は出力はOFFになります。 

 

図２ （ＭＳＶ≦測定値＜ＨＳＶでかつＨｄが０でない場合） 

  測定値がMSV～HSVの範囲では出力は通常はOFFですが、 

  図のように測定値が上限リミットを越えている期間は出力はONになります。 

 

27.3  Ｔ４出力の動作 
出力Ｔ４は、出力Ｔ３がONになってからT4の設定時間だけ遅れてONになり、出力Ｔ３と同時にOFF

になります。 

HSV

MSV

Hd

OFF

ON
出力

上限リミット

測定値

設定値

MSV

LSV

Lu

設定値

測定値

下限リミット

OFF

ON
出力
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２８．ON DELAY TIME SET画面 
INNER SET2 画面で２ キーを押すと表示されます。 

この画面は、温度のON/OFF出力Ｔ１～Ｔ３がＯＦＦになってから次にＯＮになる遅延（禁止）時間を

設定します。 
 

    ＯＮ ＤＥＬＡＹ ＴＩＭＥ  
  
          ＭＭ．ＳＳ 

     Ｔ１       １．００ 
     Ｔ２     ２．００ 
     Ｔ３    ９９．５９ 
  
  

 

■ 入力範囲は０．００（０分０秒）～９９．５９（９９分５９秒）です。 

■ 各出力はＯＦＦになった時から、この設定時間が経過するまでは、温度に関係なくＯＮにはなりま

せん。 

 

２９．HUMI CONTROL SET画面 
INNER SET2 画面で ３ キーを押すと表示されます。 
 

  
     ＨＵＭＩ ＣＯＮＴＲＯＬ 
 
 ＨＵＭＩ ＬＩＭＩＴ ＴＥＭＰ 
            　０ ～ ９９ ℃ 
 ＨＵＭＩ ＳＥＴ ＯＵＴＰＵＴ ５０ ％ 
                 ＨＩＧＨ 
 

■ HUMI LIMIT TEMPは、湿度の測定値の表示及び制御を行う温度範囲を設定します。 

入力範囲は０～９９℃で、温度の設定値がこの範囲外の場合は、湿度の測定値の表示を消し

て湿度のPID制御出力及びON/OFF制御出力をOFFにします。 

■ HUMI SET OUTPUTは、湿度のON/OFF出力の設定値を入力します。 

入力範囲は０～９９％ＲＨです。 

■ 一番下の行のHIGH（又はLOW）は、湿度のON/OFF出力Hの正／逆動作を選択します。 

■ HIGH又はLOWに反転表示を移動して ０ ～ ９ キーを押すと表示はHIGH→LOW、 LOW

→ HIGHに変わります。 

■ HIGHの時は、湿度の設定値≧HUMI SET OUTPUTの設定値の時に湿度のON/OFF出力H

がONになります。 

■ LOWの時は、湿度の設定値＜HUMI SET OUTPUTの設定値の時に湿度のON/OFF出力H

がONになります。 
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３０．TEMP RANGE SET画面 
INNER SET2 画面で ４ キーを押すと表示されます。 
 

  
     ＴＥＭＰ ＲＡＮＧＥ 
 
  ＬＯＷ  ＬＩＭＩＴ  －５０．０ ℃ 
  ＨＩＧＨ ＬＩＭＩＴ  １５０．０ ℃ 
 
 
 

温度の設定値SVの入力範囲を設定します。 

■LOW LIMITの入力範囲は－９９．９～１５０．０℃です。 

■HIGH LIMITの入力範囲はLOW LIMIT＋５０．０～２００．０℃です。 

■ モニター画面、EDIT STEP画面、FIX CONTROL 画面での温度の設定値の入力の時に、上

記の範囲内であるかがチェックされます。 

但し、ここで入力範囲を設定する以前に入力された設定値はチェックされません。 

■ 温度の変換出力は、LOW LIMIT～HIGH LIMITの範囲に対して、４～２０ｍＡＤＣを出力し

ます。 

 

３１．出力及び入力のテスト画面 
動作モードがF.STOP又はP.STOPの時に、MENU画面で隠しキー ０ ３ を続けて押します

と表示されます。 
 

 
    ＯＵＴＰＵＴ ＴＥＳＴ 
    １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 
 
    ＩＮＰＵＴ ＴＥＳＴ 
      １ ２ ３ ４ 
 
 

この画面はＰＩＤ出力、ＯＮ／ＯＦＦ出力及び接点入力ののテストを行います。 

■ ＰＩＤ出力は、温度と湿度が交互に約０．５秒間ＯＮのＯＮ／ＯＦＦを繰り返します。 

■ ＯＮ／ＯＦＦ出力は、１＝END、２＝RUN、３＝T1、４＝T2、５＝T3、６＝T4、７＝H1、８＝TS1、 

  ９＝TS2 に対応しています。 

■ １ ～ ９ キーを押しますと、キーと同じ番号の出力だけがＯＮになり、数字が反転表示されます。 

■ １ ～ ９ 以外のキーを押しますと、全出力がＯＦＦになります。 

■ 接点入力は、１＝COMP、２＝TEMP、３＝WATER、４＝FANに対応しています。 

■入力１～４をＯＮ（COMMON端子と短絡）しますと、ＯＮの入力が反転表示されます。 
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３２．機器番号及びREMOTE/LOCALの設定画面 
MENU画面で隠しキー ０ ４ を続けて押しますと表示されます。 
 

ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ 
     
   １ ＩＤ ＮＵＭＢＥＲ   ０ 
   ２ ＲＥＭＯＴＥ／ＬＯＣＡＬ 
 

 

この画面はシリアル通信を行う場合の機器番号とREMOTE/LOCALモードを設定します。 

■１ キーを押しますと、図のように機器番号が反転表示されて、０～７の機器番号が入力出来ま 
す。 
従って、最大８台のＦＫ５４８１Ｃと機器番号で区別して通信が出来ます。 

■ 動作モードがF_STOP又はP_STOPの時に ２ キーを押しますと、アンダーラインがREMOTEと

LOCALを交互に移動します（動作モードがF_STOP又はP_STOP以外の時は変更出来ません）。

アンダーライン付きの方が選択されたモードです。 

 

３３．LOCALモード 
ＦＫ５４８１Ｃに入力してある設定値、プログラムステップ及びプログラムパターンに基づいて動作する

モードです。パソコンからは、スタートパターンの設定及びプログラムのRUN, STOP, ADVANCE, 

HOLDの遠隔操作が可能です。 

 

３４．REMOTEモード 
ＦＫ５４８１Ｃの入力データーで使用されるのはPID定数のみで、温度及び湿度の設定値及び９つの

ON/OFF出力の設定を、全てパソコンから指令するモードです。 

REMOTEモードの時は、全ての制御出力が動作状態になります。 
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３５．シリアル通信仕様 
35.1 通信プロトコル 

通信方式  調歩同期式シリアル通信 
信号レベル  ＲＳ４８５ 
ボーレイト  ９６００ＢＰＳ 
キャラクタ長  ７ビット 
パリティチェック  偶数パリティ 
ストップビット数  １ビット 
Ｘパラメーター  無し 

 
35.2 パソコンからＦＫへの送信データ 

■下表のように，ヘッダー部，データ部，フッター部の構成で送信します。 
■データ無しのコマンドの場合はデータ部は有りません。 
■“ ”内はアスキーコードを表します。又数字０～Ｆの末尾のＨは１６進数であることを表します。 
 

区 分 名           称 信          号 通信回数

ヘッダー部 
通信開始コード “＠” １ 
機器番号 “０”～“７”（10 進数 1 桁） １ 
コマンド 英小文字１文字＝“ａ”～“ｒ” １ 

データ部 

スタートパターン コマンド＝“o” “０”～“９”（10 進数 1 桁） １ 
温度設定値 

コマンド＝“p”

-999～2000（符号付１６進数４桁） 

１１ 湿度設定値 0000～1000（１６進数４桁） 

ON/OFF出力設定 000H～1FFH（１６進数３桁） 

パターンデータ コマンド＝“q” パターン０～９の全データ １００ 
ステップデータ コマンド＝“r” １０ステップ別に分割 １１１ 

フッター部 
ＦＣＳ（水平パリティ） 00H～FFH（１６進数２桁） ２ 
通信終了コード CR(DH)＋LF(AH) ２ 

 

35.3 データ無しのコマンド 
■ “ａ”＝データ送信要求（無条件） 
■ “ｂ”＝REMOTE MODEに設定（LOCAL MODEで且つ動作モードがF.STOP又はP.STOPの時の

み有効） 
■ “ｃ”＝LOCAL MODEに設定（動作モードがREMOTE の時のみ有効） 
■ “ｄ”＝PROGRAM RUN指令（ RUN キーと同じ機能で、動作モードがF.STOP又はP.STOPの時の

み有効） 

■ “e”＝PROGRAM STOP指令（ STOP キーと同じ機能で、動作モードがF.RUN, P.RUN 

HOLD又はWAITの時のみ有効） 

■ “ｆ”＝HOLD指令（ HOLD キーと同じ機能で、動作モードがF.RUN, P.RUN, HOLD又はWAIT

の時のみ有効 

■ “ｇ”＝ADVANCE指令（ ADV キーと同じ機能で、動作モードがP.RUN, HOLD又はWAITの時

のみ有効） 
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35.4 データー付きのコマンドとデータ 
■ “ｏ”＝スタートパターンの設定（動作モードがF.STOP又はP.STOPの時のみ有効） 

コマンドに“ｏ”に続けてスタートパターンの“０”～“９”を送信します。 
■“ｐ”＝温湿度設定値及びON/OFF出力のON/OFF設定（REMOTE MODEでのみ有効） 

コマンド“ｐ”に続けて次のデータを送信します。 
(1) 温度の設定値を小数点無しの符号付き１６進数４桁で送信（TEMP RANGE画面で設定し

てある LOW LIMIT～HIGH LIMITの範囲のみ有効） 

(2) 湿度の設定値を小数点無しの１６進数４桁で送信（0～1000 の範囲のみ有効） 

(3) ON/OFF出力のON/OFF設定を、表１のように各出力を２バイトのビット０からビット８に対応

させて、ONにする出力のビットは１、OFFにする出力のビットは０に決めますと各出力の

ON/OFFの組み合わせにより、全出力OFFの「０００Ｈ」から全出力ONの「１ＦＦＨ」の 
１６進数になりますので、その値を送信します。 

         表１：ON/OFF出力の設定 
出   力   名 ビット ONに設定 OFFに設定 

ＴＳ２＝タイムシグナル２ ８ １ ０ 
ＴＳ１＝タイムシグナル１ ７ １ ０ 
Ｔ４＝温度４ ６ １ ０ 
Ｈ１＝湿度 ５ １ ０ 
Ｔ２＝温度２ ４ １ ０ 
Ｔ３＝温度３ ３ １ ０ 
ＲＵＮ＝プログラムラン ２ １ ０ 
Ｔ１＝温度１ １ １ ０ 
ＥＮＤ＝プログラム終了 ０ １ ０ 

 

(4) 例：機器番号＝０，温度設定値＝４０．０℃，湿度設定値＝６０．０％ＲＨ，ON/OFFは偶数

ビット（ビット８，６，４，２，０）がONの場合の送信データは 
温度設定値＝４０．０は小数点無しで４００，その１６進数は０１９０Ｈ，送信文字＝“０１９０” 
湿度設定値＝６０．０は小数点無しで６００，その１６進数は０２５８Ｈ，送信文字＝“０２５８” 
ON/OFFは２進数で１０１０１０１０１，その１６進数は１５５Ｈ，送信文字＝“１５５”となり 
送信文字列は“＠”＋“０”＋“ｐ”＋“０１９０”＋“０２５８”＋“１５５”＋“３６”＋ＣＲ＋ＬＦ 
＝“＠０ｐ０１９００２５８１５５３６”ＤＡとなります。 
なお，“３６”はＦＣＳ（水平パリティ）です。 

■“ｑ”＝パターンデータの送信（動作モードがF.STOP又はP.STOPの時のみ有効） 
コマンド“ｑ” に続けて，パターン番号０，１，２……９の順に各パターンのデータを次のように送

信します。 
(1) TOP（最初のステップ番号００～９９，１６進数で００Ｈ～６３Ｈ，送信文字＝“００”～“６３”） 
(2) END（最後のステップ番号００～９９，１６進数で００Ｈ～６３Ｈ，送信文字＝“００”～“６３”） 

なお，必ず TOP≦END≦９９にして下さい。 
(3) CYC（パターンの繰り返し回数１～９９９，１６進数で０００１Ｈ～０３Ｅ７Ｈ，送信文字＝“０００１”

～“０３Ｅ７”） 
(4) JP（パターンの実行が終了後に続けて実行するパターン０～１０。１６進数で０Ｈ～ＡＨ，送信

文字＝“０”～“A”，０～９の場合は指定のパターンにジャンプ，１０の場合はそのパターンで

終了。 
(5) EXE（スタートパターンは “＊”，その他は“－”を送信します。 
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■“ｒ”＝ステップデータの送信（動作モードがF.STOP又はP.STOPの時のみ有効） 
ステップデータはデータが多いので，１００ステップをバンク０＝ステップ００～０９，バンク１＝ 
ステップ１０～１９，バンク２＝ステップ２０～２９，……，バンク９＝ステップ９０～９９の１０のバンク

に分割して，指定されたバンクの１０ステップを送信します。 
従って，コマンド“ｒ”に続けて，バンク番号の“０”～“９”を送信します。 

次に指定したバンクの最初のステップから最後のステップまでの１０ステップを次のように送信

します。 
(1) 実行時間 （０～９９時間５９分を分単位にした０～５９９９，１６進数で００００Ｈ～１７６ＦＨ，送信

文字＝“００００”～“１７６Ｆ”） 
(2) 温度設定値（小数点無しで－９９９～２０００，１６進数ＦＣ１９Ｈ～０７Ｄ０，送信文字＝“ＦＣ１９”

～“０７Ｄ０”） 
(3) 湿度設定値（０～９９，１６進数で００Ｈ～６３Ｈ，送信文字＝“００”～“６３”） 
(4) タイムシグナル（シグナル１＝ビット０，シグナル２＝ビット１にＯＮ＝１，ＯＦＦ＝０をセット， 

つまり両方がＯＦＦの時は“０”， シグナル１のみがＯＮの時は“１”，シグナル２のみがＯＮの

時は“２”，両方がＯＮの時は“３”を送信します。 
なお，ＦＫはバンク番号はチェックしますが，ステップのデータの範囲はチェックしませんので，正

しいデータを送信して下さい。。 
 

35.5 ＦＣＳの説明 
FCS（水平パリティ）は、ソフトウエアで送受信の誤りを検出する為のデーターで、通信開始コード

からFCSの直前迄の送信データー全てのビットごとの排他的ＯＲをとった値です。 
例えば、機器番号０のＦＫにスタートパターン＝１を送信する場合は、通信開始コード“＠”＝40H、

機器番号“０”＝30H、スタートパターン送信コマンド“ｏ”＝6FH､パターン番号“１”＝31Hの順に送

信しますが､この場合のFCSは 40H＾30H＾6FH＾31H＝2EHになります。 

従って、送信データーは “＠０ｏ１２Ｅ”ＤＡ”＝40H、30H、6FH、31H、32H、45H、DH、AHになりま

す。 
 



 FK5481C                     取扱説明書                        

－２９－ 

35.6 ＦＫの受信処理 
ＦＫは通常は受信可能状態になっており，割り込み処理で随時受信は可能です。 
受信処理のフローチャートは下図の通りです。 
機器番号一致の場合は，終了コードを受信後最大０．５秒後にコマンドの有効／無効に拘わらず

アンサーバックとして正常コード又はエラーコードを返信します。 
 

 
 

１. 受信パリティチェックを含むハードウエアのエラーがあれば、受信バッファをリセットします。 
受信バッファがリセットされると、受信開始コード“＠”以外のデーターは無視されます。 

２. 受信開始コード“＠”を受信すると受信バッファをセットして，受信データの記録を可能にします。 
３. “＠”の次に受信した文字は機器番号ですので，ＦＫに入力してある機器番号と比較します。 

(1) 機器番号が不一致の場合は，受信バッファをリセットして次の受信開始コード“＠”を受信

するまでの受信データを無視します。 
(2) 機器番号が一致した場合は，終了コードのＣＲ＋ＬＦを受信するまで，受信データーを受信

バッファに順次記録します。 
４. 終了コードＣＲ＋ＬＦを受信すると 

(1) 受信バッファのＦＣＳ（水平パリティ）と、送信されたＦＣＳを比較します。 
(2) ＦＣＳが不一致の場合は，エラーコード“１”を返信して，コマンドは実行されません。 
(3) ＦＣＳが一致した場合は，コマンドが正常かどうかをチェックします。 
(4) 未定義のコマンド又はＦＫの動作モードがコマンドの有効な状態でない場合は，エラーコ 

ード“２”を返信して，コマンドは実行されません。 
(5) 動作モードがコマンドの有効な状態の場合は，コマンド“ｏ”のスタートパターン，コマンド“ｐ”

の全データ，コマンド“ｒ”のバンク番号についてはデータの範囲をチェックします。 
データが範囲外の場合はエラーコ ード“３”を返信して，コマンドは実行されません。 

(6) コマンドの有効な状態で且つチェックされるデータが正常な場合は，コマンドを実行して，

コマンド“ａ”（データー送信指令）と同じデーターを返信します。 
(7) コマンド“ｏ”又は“ｐ”が実行されますと，ＥＤＩＴ ＰＡＴＴＥＲＮ画面が表示されます。 

コマンド“ｒ” が実行されますと，送信されたステップのEDIT ＳＴＥＰ画面が表示されます。 

yes

 ”＠”の 次の文字

yes

文字 ＝”＠”

１文字受信

ＦＫの機器
番号と比較

受信バッファをセット
して記録可能にする

文字＝ＬＦ

記録可能

番号一致

受信バッファをリセット
して記録不 可にする

受信文字を記録

受信エラー受信機能の初期化

yes

yes

yes

１文字受信終了

記録可能

１文字前＝ＣＲ

ＦＣＳのチェック

ＦＣＳ一致

コマンドを解析

正しいコマンド

コマンドを実行

正常コードを返信 エラーコードを返信

no

no

no

nono
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(8) コマンド“ａ”はデータ送信要求なので，正常終了コードとして次のデータを返信します。 
 

名     称 信     号 通信回数

通信開始コード “＠” １ 

機器番号 “０”～“７”（16 進数 1 桁） １ 

温度設定値 -999～2000（符号付 16 進数 4 桁） ４ 

温度測定値 -999～2200（符号付 16 進数 4 桁） ４ 

湿度設定値 0000～1000（16 進数 4 桁） ４ 

湿度測定値 0000～1000（16 進数 4 桁） ４ 

ON/OFF出力の状態 000H～1FFH（16 進数 3 桁） ３ 

動作モード “０”～“Ｃ”（16 進数 1 桁） １ 

※パターン番号 “０”～“９”（16 進数 1 桁） １ 

※ステップ番号 00～99=00H～3CH(16 進数 2 桁) ２ 

FCS（水平パリティ） 00H～FFH（16 進数 2 桁） ２ 

通信終了コード CR(0DH) & LF(0AH) ２ 
 

注１：設定値及び測定値は、実際の数値を１０倍した小数点無しの数値 
注２：ON/OFF出力の状態は、表１のON/OFF出力の設定と同様にONの出力のビットは１、 

   OFFの出力のビットは０で送信 
注３：動作モードは 
 “０”＝F.STOP 
 “１”＝P.STOP  
 “２”＝F.PAUSE 
 “３”＝P.PAUSE 
 “４”＝F.RUN 
 “５”＝P.RUN 
 “６”＝HOLD 
 “７”＝WAIT 
 “８”＝COMPRESSOR-ERROR 
 “９”＝WATER-ERROR 
 “Ａ”＝TEMP-ERROR 
 “Ｂ”＝FAN-ERROR 
 “Ｃ”＝REMOTE 
注４：※印付きのパターン番号及びステップ番号は、動作モードが P.RUN, P.PAUSE, WAIT, 

HOLDの場合のみ送信 
 

35.7 不揮発性メモリへの書き込み 
不揮発性メモリは書き込み回数が１００万回の制限があります。 
従って、次のコマンド又はデーターのみが、不揮発性メモリへ書き込まれます。 

 RUN,STOP,HOLD,ADVANCEのコマンドの実行結果 
 スタートパターン，パターン及びステップの送信データ 

上記以外のデーターは，ＦＫの電源を切りますと消滅して，キー入力してあるデーターが有効になり

ます。 
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３６．動作が正常でない場合のチェックリスト 
 

症     状 考えられる原因 対処の方法 

画面が表示されない 
１．計器電源の誤配線 ２頁の「６．計器電源及び接地の配線」参照

２．計器の不良 当社営業所に連絡 

画面が見にくい 画面のコントラスト不良 ４頁の「8.1 画面のコントラストの調整」参照 

温度の測定値が２２０．０℃ 
１．DRYのＰｔ100Ωの誤配線 ３頁の「7.2 白金測温体の配線」参照 

２．DRYのＰｔ100Ωの断線 DRYのＰｔ１００Ω交換 

温度の測定値が－９９．９℃ 
１．DRYのＰｔ100Ωの誤配線 ３頁の「7.2 白金測温体の配線」参照 

２．DRYのＰｔ100Ωの短絡 DRYのＰｔ１００Ω交換 

温度の測定値に誤差がある 測定値の補正が不適切 １９頁の「２５．OFFSET ADJUST画面」参照

湿度関係が表示されない 
湿度の制御・表示が無効に

なっている 

１１頁の「１７．湿度の制御及び表示が無効

になる時」参照 

湿度の測定値が１００．０％ＲＨ 
１．WETのＰｔ100Ωの誤配線 ３頁の「7.2 白金測温体の配線」参照 

２．WETのＰｔ100Ωの断線 WETのＰｔ１００Ω交換 

湿度の測定値が０．０％ＲＨ 
１．WETのＰｔ100Ωの誤配線 ３頁の「7.2 白金測温体の配線」参照 

２．WETのＰｔ100Ωの短絡 WETのＰｔ１００Ω交換 

湿度の測定値に誤差がある 
１．100%RH ADJUSTが実施されていない ２０頁の「２６．100%RH ADJUST画面」参照 

２．測定値の補正が不適切 ３頁の「7.2 白金測温体の配線」参照 

キー入力ができない 
１．KEY LOCKがON KEY LOCKをOFFにする 

２．入力できない動作モード F.STOP又はP.STOPで入力する 

P.RUNモードにできない 

１．モニター画面でない  モニター画面にしてR/Sキーを押す 

２．SETキーで設定値を入力中 設定値の入力を完了してR/Sキーを押す 

３．ステップの全実行時間が０ ステップに適切な実行時間を設定 

F.RUNモードにできない 
１．モニター画面でない  モニター画面にしてR/Sキーを押す 

２．SETキーで設定値を入力中 設定値の入力を完了してR/Sキーを押す 
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３７．仕様 
 

名 称 

型 式 

許 容 差 

 

精 度 保 証 範 囲 

 

温 湿 度 入 力 

温 度 表 示 範 囲 

 

湿 度 表 示 範 囲 

湿 度 測 定 範 囲 

 

 

 

温 度 設 定 範 囲 

 

 

 

湿 度 設 定 範 囲 

 

 

 

Ａ ／ Ｄ 変 換 

変 換 速 度 

表 示 周 期 

制 御 周 期 

センサ補正範囲 

 

 

Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 出 力 

 

 

 

 

 

 

PID ZONE設定

O N / O F F 出力 

ﾀｲﾑｼｸﾞﾅﾙ出力 

Ｒ Ｕ Ｎ 出 力 

E N D 出 力 

 小型温湿度プログラム調節計 

ＦＫ５４８１C 

温度：±０.３℃ 

湿度：±１％ＲＨ 

温度：－９９～２００℃ 

湿度：１０～１００％ＲＨ 

Ｐｔ１００Ω×２（乾球及び湿球） 

－９９.９～２２０.０℃ 

上記範囲外では全ての出力OFF 

０.０～１００.０％ＲＨ 

温度の設定値がHUMI CONTROL画

面 で 設 定 し て あ る HUMI LIMIT 

TEMPの範囲内で有効、範囲外では

湿度の表示及び出力はOFF 

定値制御：-99.0～200.0℃の範囲

内でTEMP RANGE画面で設定する

LOW LIMIT～HIGH LIMITの範囲 

PROGRAM STEP：-99.0～200.0℃

定値制御：0.0～100.0%RH 

PROGRAM STEP：0～99%RH 

設定値が 0.0%RHの時は湿度の

測定値の表示及び出力はOFF 

分解能：１５ビット 

１回／秒 

１秒 

１～３０秒 

乾球温度：±９.９℃ 

相対湿度：±９.９％ＲＨ 

１００％ＲＨオートアジャスト 

温度：１、湿度：１、逆動作（加熱、

加湿）時分割ＳＳＲ駆動出力 

比例帯：０～９９.９℃／％ＲＨ 

積分時間：０～９９９秒 

微分時間：０～９９９秒 

ＡＲＷ：１００％固定 

間欠周期：１～３０秒 

温度：最大３分割 

温度：４、湿度：１ 

２（PRG MODEでのみ動作） 

１ 

１  

 欠 水 信 号 入 力

温 度 異 常 入 力

コンプレッサ異常入力

ファン異常入力

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｽﾃｯﾌﾟ

 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾊﾟﾀｰﾝ

 

 

 

 

 

 

 

リ ピ ー ト 回 数

そ の 他 の

プログラム機能

シリアル通信機能

ﾒﾓﾘﾊ ﾞｯｸｱｯﾌ ﾟ

暴 走 対 策

表 示 器

 

ｺ ﾝ ﾄ ﾗ ｽ ﾄ 調 整

バ ッ ク ラ イ ト

ﾊﾞｯｸﾗｲﾄの点滅

 

キ ー ボ ー ド

計 器 電 源

絶 縁 抵 抗

絶 縁 耐 圧

外 形 寸 法

パ ネ ル カ ッ ト

周 囲 温 度

 

周 囲 湿 度

重 量

付 属 品

１（接点入力がONの時は全出力OFF）

１（接点入力がONの時は全出力OFF）

１（接点入力がONの時は全出力OFF）

１（接点入力がONの時は全出力OFF）

１００ステップ（任意の位置にステ

ップの挿入・削除が可能） 

１０パターン、１００ステップを任意

のステップから始まる任意のステ

ップ数の１０のパターンに分割し

て任意のパターンからスタートで

きます。各パターンに繰り返し回

数の設定及びそのパターンの実

行が終了後次に実行するパター

ンの設定が可能です 

各パターンに最大９９９回が設定可能 

ウエイト機能及びキー操作による

アドバンス機能、ホールド機能 

ＲＳ４８５ｲﾝﾀｰﾌｧｲｽ付き 

不揮発性ＲＡＭ（10 年間保持） 

ウオッチドッグタイマー 

128×６４ドット、２０桁×８行の 

ＳＴＮ型ＬＣＤ表示器 

１６段階 

白色ＬＥＤ 

キーによる点滅及び常時点灯又は

点灯時間１～９９分を設定可能 

２行 7 列の１４キー、２７機能 

85～110V AC、50/60Hz、15VA

各端子－ケース： 500V DC、20ＭΩ

電源端子－ケース： 1500V AC、1 分間 

縦 96mm、横 144mm、奥行 108mm 

縦 91±0.5mm、横 139±0.5mm 

動作時：０～４０℃ 

保存時：－２０～６０℃ 

８０％ＲＨ以下（結露しないこと） 

約８００ｇ 

取付金具 ２個 
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